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目標７：自殺率、原因、効果的な介入についてのエビデンスを拡大させる

自殺予防の努力に情報を提供し、その道標となるため、自殺行動の率、寄与する要因、効果的な介入
法についての現在の知識を拡大させる

理論的根拠：どの予防のためのイニシアティブにしろ、問題点をどの程度理解しているか、そして、
それにどのように取り組むかによって成功するか否かがほぼ決定される。良いデータの取得は不可欠
であり、自殺と自殺企図に関する国のデータの一貫性とスケジュールの改善が必要である。自殺に関
する、特に集団としての危険要因についてのニュージーランドおよび国際的な調査が増えているにも
かかわらず、マオリ族および太平洋地域の人々のような集団における自殺行動の危険要因や防御要因
に関するエビデンスは限られている。効果的な自殺予防介入に関する国家的および国際的エビデンス
も限られており、そのため注意深くプログラムをデザインし評価することに更に焦点を当てる必要が
ある。

戦略の方向性：
この目標のためには自殺に影響を与える要因に関するエビデンスと、効果的な予防方法についてのエ
ビデンスの間に存在するギャップを埋める取り組みのための調査プログラムを推進する必要があり、
評価の重要性を強調し、政策および実践に関するデータおよび調査の質とその使用を向上させる仕組
みを促進させる必要がある。

活動は以下を含む広い範囲に及ぶが、以下だけに制限されるものではない：
・自殺予防に基づくエビデンス拡大のための調査を促進させ、支援する。
・自殺予防イニシアティブの評価を促進させ、支援する。
・自殺行動に影響を与えうる、あるいはインパクトを与えうる問題 / 事象の評価を促進させ、支援

する。
・マオリ族の自殺予防に関するエビデンスを拡大させる調査を促進させ、支援する。
・他の地域住民集団のためのエビデンスを拡大させる調査を促進させ、支援する。
・調査からの知見の利用を改善するための仕組みを促進させる。
・国家的なデータベースの時間軸構造、質、使用に際しての利便性を向上させる。
・New Zealand Suicide Prevention Strategy（ニュージーランド自殺予防戦略）の効果測定のた

めの評価と監視のための枠組みを構築する。

■ ７つの目標の実施
本戦略は、the New Zealand Youth Suicide Prevention Strategy（ニュージーランド青少年自殺予防戦
略）（Ministry of Youth Affairs：青少年省、 Ministry of Health：健康省、 Te Puni Kokiri：マオリ発展省 
Ministry of Maori Development 1998）による業績を拡大したニュージーランドの自殺予防のための新
たな段階を示している。この７つの目標は、次の 10 年間に向けた自殺予防の取り組みのための明確な方向
性を示している。目標を実際に達成する方法、期間、実施者が、本戦略での実行計画に記述される。

誰もが、自殺予防に貢献することができます。もし、あなたが自殺予防のイニシアティブについて興味があり、
いかに自分が関われるのかを考えているならば、Suicide Prevention Information New Zealand (SPINZ)

（ニュージーランドの自殺予防インフォメーション）(www.spinz.org.nz) に連絡をするか、健康省の自殺予
防のウェブページを見てください（www.moh.govt.nz/suicideprevention）。人々が共有の展望を持って
協働してこそ、成果が挙げられるのです。
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